
令和６年１１月６日 

 

第 25 回 技 術 研 究 発 表 会 の ご 案 内 
 

一般財団法人 水源地環境センター 

理事長  平井 秀輝  

謹啓 

初霜の候、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は、当センターの業務運営等につきまして格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、このたび当センターでは第25回技術研究発表会を下記のとおり開催いたします。 

つきましては、ご多忙中のところ誠に恐縮ではございますが、貴台ならびに関係の皆様の 

ご出席を賜りますようご案内申し上げます。 

敬白 

記 

 

行事名称 （一財）水源地環境センター 第25回 技術研究発表会  

日  時   令和6年11月29日（金）   14時00分より （受付開始 13時30分） 

場  所   千代田放送会館 2F ホールスタジオ   

東京都千代田区紀尾井町１－１  TEL 03-3238-7401 

定  員  150名 

参 加 費  無料 

  ※プログラム・案内図別紙 ※土木学会ＣＰＤプログラムとして認定 （3.0単位） 

 

１．参加申込登録のお願い 

お手数ながら、水源地環境センターホームページ内、技術研究発表会特設ページ 

（http://www.wec.or.jp/gth/gth.html）の申込フォームへのリンクを利用してご入力くだ 

さい。参加申込登録は当日11月29日（金）午前中まで可能です。 

 

※申込フォームに関する注意事項 

技術研究発表会特設ページの申込フォームは、「会場参加」の場合と「WEB参加」の場合でフォーム 

が違いますのでご注意ください。 

なお、ご入力いただいた個人情報は厳重に管理し、当発表会以外の目的には使用いたしません。 

※お問い合わせ先：事務局（TEL03-3263-9923：企画部渡邉・河野） 

 

２．YouTube LiveによるWEB配信について 

当発表会は、YouTube Live によるWEB配信を予定しております。開会時刻になりましたら、前項掲 

載の技術研究発表会特設ページからWEB配信ページに遷移可能となります。 

 

３．土木学会継続教育（CPD）制度受講証明書交付について 

会場参加者の方は、受講証明書の受領をお忘れにならないようお願いいたします。 

WEB聴講の方は特設ページのアンケートフォームを利用して、受講で得られた所見（計100文字以上： 

内容は審査いたします）を提出いただくことにより、受講証明書を交付いたします。 

なお、受講証明書は土木学会CPDのものです。他団体の継続教育制度への単位登録が認められるか 

どうかは、各自で事前にご確認くださるようお願いいたします。 

 

４．その他 

①技術研究発表会終了後、意見交換会を行いますので、ご参加いただければ幸いです。 

技術研究発表会会場1F「ラウンジ千代田」（18時00分より）：会費４，０００円 

参加申し込みフォームに出欠確認欄がございますので、ご出席頂ける場合はご記入くださ 

い。意見交換会のみのご参加でも結構です。なお、意見交換会受付で当日申込も可能です。 

②当センターの既往の研究論文（所報）が、次のURLから閲覧できますので、是非ご一読くだ 

さい。 

https://www.wec.or.jp/report/index.html 

以上 

http://www.wec.or.jp/gth/gth.html
https://www.wec.or.jp/report/index.html


一般財団法人 水源地環境センター 

第 25 回 技 術 研 究 発 表 会 

 

開催日・場所 

開 催 日 時： 令和６年 11 月 29 日(金） 14 時 00 分～17 時 30 分 

場    所： 千代田放送会館  東京都千代田区紀尾井町 1-1  TEL 03-3238-7401 

特設ページ（Web 聴講へのリンク等）URL： http://www.wec.or.jp/gth/gth.html 

次    第 

開会挨拶 14:00～14:10 水源地環境センター理事長    平 井 秀 輝 

 

第 １ 部 

特別講演 14:10～15:10 

 

「地球温暖化と生態系としてのダム湖」 

東北大学 名誉教授     占部 城太郎 

 

休  憩    15:10～15:20 

 

第 ２ 部    15:20～17:20 

・「ネイチャーポジティブな時代に向けたダムの環境保全」 

～ダム湖生態系の機能評価とダムの活用可能性～ 

研究第３部 次長    大 杉 奉 功 

 

・「ダム下流における土砂還元を見据えた物理環境、生物環境の変化に関する考察」 

～新宮川水系熊野川の事例～ 

調査部  主任研究員   井 関 宏 崇 

 

・「流域内の貯留機能を最大限活用した被害軽減の実現」（ＳＩＰ※） 

～アンサンブル気候予測データを活用した利水ダムの運用高度化の検討～ 

研究第１部 主任研究員   最 上 友香子 

 

・「人力で実施困難な箇所のロボット等による無人自動計測・施工技術開発」（ＳＩＰ※） 

～ダム堆砂対策における水中掘削・浚渫の遠隔化技術の開発～ 

研究第２部 部長    小 野 雅 人 

 

閉会挨拶・閉会 17:20  水源地環境センター理事    小 平   卓 

 

※ＳＩＰ：戦略的イノベーション創造プログラム 

http://www.wec.or.jp/gth/gth.html


千代田
放送会館

技術研究発表会（千代田放送会館）
〒102-0094
東京都千代田区紀尾井町１−１
☎：03-3238-7401

地下鉄麹町駅(有楽町線)
　　1番出口から徒歩5分

地下鉄永田町駅(南北線・有楽町線・半蔵門線)
　　各出口から徒歩約2～8分

地下鉄赤坂見附駅(銀座線・丸ノ内線)
　　D番出口から徒歩約9分

第25回　技術研究発表会　会場案内図




